
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

  

(資料)ユーロ統計局資料より作成。 

ユーロの経済活動の減速傾向が強まっている。製造業、サービス業を問わず今年 4 月以降

落ち込みが激しくなっており、ウクライナ問題で発生した天然ガス等のエネルギーや食料

品価格の高騰、サプライチェーン問題の深刻化等を反映した結果となっている。国別でも

ユーロ経済の中核的位置づけにあるドイツの落ち込みが大きく、フランスも同様の動きと

なっている。足元でのインフレ圧力はさらに強まっており、中央銀行の利上げの影響もあ

るため、ユーロ経済は一段の減速が懸念される。 

 

ユーロ経済:景況減速強まる 
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●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


